






要約　全国のクレチン症マススクリーニング検査施設を対象に、1991 年度の要再採血・

要精密検査(精検)判定時の濾紙血 TSH基準値および初回採血数、再採血数、精検数、クレ

チン症発見数について調査を行い、52 施設中 46 施設から回答を得た。(1)初回採血後直

ちに精検とする基準値が低いほど即精検率は高かったが、最終的な精検率に大きな違いは

なかった。(2)再採血後に精検とする基準値が低いほど精検率が高かったが、クレチン症

発見頻度に大きな差は認めなかった。(3)3 回目の採血(再々採血)を行うと、精検率は低

いにもかかわらず、クレチン症発見頻度は高かった。(4)初回採血数が年間 15,000 件以上

の 25 施設では、精検率とクレチン症発見頻度の間に r=0.580 と有意(p<0.01)の正の相関

を認めた。

全国のスクリーニング・システムそのものに大きな施設差があり、クレチン症発見頻度に

影響を及ぼしている可能性が示唆され、この点をふまえた精度管理が今後必要となるもの

と考えられた。


